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1 型糖尿病の治療（大規模災害時の支援システム確立）

アプリを通して集めた Personal Health Record （PHR、パーソナル・ヘルス・レコード：
個人の健康情報）を災害基幹病院である佐賀大学医学部附属病院に集積し管理すること
で、大規模災害時の病院間の連携や迅速な患者支援にいかします。

　災害時の個人の位置情報や PHR としての疾病情報や投薬情報などを有事の際に確認できるようなシス
テムを確立するため、専用のサーバーを佐賀大学医学部附属病院に設置しました。集積する疾病情報や投
薬情報などは、別事業において開発中のアプリを用いて、個人の同意のもとで集めます。
　本システムが有益であるかのアンケート調査を日本 IDDM ネットワークを中心に行っております。
とても役立つ、どちらかといえば役立つとの答えがいずれも 46% で合わせて 92% でした。

　これまでの成果としてAMED（日本医
療研究開発機構）事業においてPHRを運
営する上での情報基盤の有用性や実際の
データ集積を継続的に行っており、JST
（科学技術振興機構）事業において災害
時の必要薬剤や位置情報を知らせる仕
組みを組み込んだアプリケーションも開
発しています。新たなアプリケーション
も佐賀大学災害情報支援センターのサー
バーにて管理しています。

1型糖尿病患者の Personal Health Record 情報集積による
大規模災害時の効果に関する検討

阪本 雄一郎（佐賀大学救急医学講座教授、佐賀大学医学部附属病院高度救命救急センター長）研究代表者
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2020年
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アプリ開発と実装に対する
倫理承認済み

災害時の糖尿病アプリの
開発

アプリケーションの実装と
ユーザーからのコメントの
集約が終了し、アプリケー
ションの完成版を作成

令和2年7月豪雨において
DMAT   ( 災害派遣医療     
チーム）と日本糖尿病学会
の情報共有を実施

災害時の安心・安全のための
全国展開

1型糖尿病の災害時ツールの開発
（大規模災害時の支援システム確立）

現在の状況

この研究で患者の生活や他の研究にどのような波及効果があるか（期待されるか）

患者・家族、寄付者へのメッセージ

　現在は自己資金での運営を行なっておりますが、コロナ禍で活
動の進捗が滞っており今後は感染状態が落ち着いたのちに少しで
も目標に近づければと考えております。今後の数年以内にランニングコ
ストなどの目処をつけて全国展開を目指しております。

　これまで有事の際のインスリン確保は病気の症状や被災時の状
況にかかわらず患者自身やその家族のみで対応する必要があり、
日常の血糖コントロールに加えてさらに負担を強いられていました。
本システムの構築により、地域の中核病院である災害拠点病院
や災害時に実働を行う高度救命救急センターとも事前に疾病情報
や投薬情報を共有して情報基盤を確立することで、患者・家族の
日常の安心・安全につながります。

　災害時の情報基盤事業を進めている佐賀県を中心として全国に
向けた 1 型糖尿病患者の皆さんの災害時の命を守る仕組みづくり
は日本が世界一安心・安全な国になるための大きな一歩につなが
ると考えております。

ロードマップ 現在の進捗率
約90％
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